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【高
等
工
科
学
校
と
は
】

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に

お
い
て
高
機
能
化
・
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
に
お
い
て

も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を

養
成
す
る
た
め
に
、
中
学

校
卒
業
者
等
を
対
象
に
採

用
す
る
制
度
で
、
教
育
理

念
は
、「
技
術
的
な
識
能
を

有
し
、
知
徳
体
を
兼
ね

備
え
た
伸
展
性
あ
る
陸
上

自
衛
官
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
材
を
育
成
す
る
」
で

あ
り
、「
明
朗
闊
達
」「
質

実
剛
健
」「
科
学
精
神
」
を

校
風
と
し
て
い
ま
す
。

　

所
在
地
は
、
神
奈
川
県

横
須
賀
市
の
陸
上
自
衛
隊

武
山
駐
屯
地
で
あ
り
、
修

業
年
限
は
３
年
で
す
。

【教
育
・
資
格
・
受
験
】

　

本
校
で
は
、
普
通
科
高

校
と
同
等
の
教
育
（
一
般

教
育
）、
工
業
高
校
に
準
じ

る
電
子
機
械
・
情
報
と
い
っ

た
専
門
的
技
術
の
教
育（
専

門
教
育
）、
陸
上
自
衛
官
と

し
て
必
要
な
防
衛
教
養
や

各
種
訓
練
（
防
衛
基
礎
学
）

に
加
え
、
ク
ラ
ブ
活
動
や

生
徒
会
活
動
等
（
特
別
活

動
）
の
４
本
柱
を
主
た
る

教
育
と
し
、
陸
上
自
衛
官

と
し
て
将
来
活
躍
で
き
る

基
礎
を
作
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
学
年
修
了
時

に
は
、
高
校
の
卒
業
資
格

を
取
得
で
き
る
と
と
も
に
、

更
に
防
衛
大
学
校
・
防
衛

医
科
大
学
校
学
生
や
航
空

学
生
の
受
験
が
可
能
で
す
。

【卒
業
後
の
進
路
】

　

本
校
卒
業
後
、
生
徒
陸

曹
候
補
生
課
程
を
経
て
、

３
等
陸
曹
に
昇
任
し
、
陸

上
自
衛
官
の
技
術
分
野
に

お
け
る
中
核
と
し
て
活
躍

し
ま
す
。（
そ
の
後
、
卒

業
生
の
約
８
割
が
幹
部
と

な
っ
て
活
躍
し
て
お
り
、

更
に
高
級
幹
部
ま
で
昇
任

す
る
者
も
い
ま
す
。

【生
徒
の
待
遇
】

身
分
：
特
別
職
国
家
公
務

員
（
生
徒
）

※
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
３
年
修
了
時
に
自
衛

官
（
陸
士
長
）
に
任
用
さ

れ
ま
す
。

生

徒

手

当
：

月

額　
　

１
０
１
︐
０
０
０
円

（
平
成
30
年
２
月
１
日
現

在
）

期
末
手
当
：
年
２
回
、計
３
．

２
ヶ
月
分

（
６
月
、
12
月
）

衣
食
住
：
全
員
が
駐
屯
地

で
生
活
し
、
宿
舎
は
無
料
、

食
事
・
被
服
類
・
寝
具
は
、

支
給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま

す
。

休
日
・
休
暇
：
週
休
２
日
制
、

祝
日
、
年
末
年
始
休
暇
等

　

長
崎
地
本
は
、
９

月
11
日
（
火
）、
長
崎

南
高
校
（
安
部
成
年

校
長
）
に
お
い
て
防

衛
大
学
校
教
官
に
よ

る
出
張
講
義
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
高
校
で
は
、
毎

年
２
年
生
に
対
し
、

「
大
学
教
官
に
よ
る
出

張
講
義
」
と
題
し
て
、

生
徒
の
将
来
の
職
業

を
見
据
え
た
学
部
・

学
科
に
つ
い
て
、
県

内
の
大
学
の
教
官
に

よ
る
講
義
の
体
験
を

行
っ
て
お
り
、
今
年

は
、
県
内
の
大
学
で

は
学
べ
な
い
航
空
宇

宙
工
学
に
つ
い
て
の

講
義
を
加
え
て
頂
き

実
現
し
ま
し
た
。

　

防
大
の
航
空
宇
宙

工
学
科
か
ら
、
山
崎

医
療
施
設
：
自
衛
隊
病

院
、
駐
屯
地
医
務
室
（
医

療
費
は
全
額
無
料
、
民

間
病
院
は
法
定
額
）

福
利
厚
生
：
防
衛
省
共

済
組
合
（
年
金
、
健
康

保
険
、
物
資
販
売
、
貯

金
事
業
等
）

【募
集
案
内
】

受
付
期
間
：
推
薦
採
用

11
月
１
日
～
30
日
（
金
）

一
般
採
用　

11
月
１
日

～
31
年
１
月
７
日
（
月
）

応
募
資
格
：

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

者（31
年
４
月
１
日
現
在
）

　

推
薦
採
用
は
、
成
績

優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動

等
に
顕
著
な
実
績
を
納

め
、
学
校
長
が
推
薦
で

き
る
者

試
験
期
日
：
推
薦
採
用　

31
年
１
月
５
日
（
土
）

～
７
日
（
月
）
ま
で
の

間
の
指
定
す
る
１
日

一
般
採
用
第
１
次
試
験　

31
年
１
月
19
日
（
土
）

　

詳
し
く
は
、
お
近
く

の
募
集
事
務
所
等
に
お

気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ

い
。

 長崎地本マスコット 
｢ながりん」に決定！！

　

こ
の
度
、
自
衛
隊
長
崎
地

方
協
力
本
部
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
公
募
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
内
外
か

ら
多
数
の
作
品
の
応
募
を
頂

き
ま
し
て
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
青
森
県
弘
前
市

在
住
の
工
藤
和
久
様
の
作
品

で
あ
る
「
な
が
り
ん
」
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
な
が
り
ん
」
は
、
長
崎

県
の
鳥
「
オ
シ
ド
リ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
、「
明
る
く
元
気

で
、
凛
々
し
さ
と
正
義
感
に

溢
れ
、
愛
す
る
故
郷
を
守
る

妖
精
」
と
の
設
定
で
、
可
愛

い
ら
し
く
親
し
み
や
す
い
、

多
く
の
人
に
末
長
く
愛
さ
れ

る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
長
崎
地
本
の
マ
ス

コ
ッ
ト
と
し
て
様
々
な
場
面

で
活
躍
し
、
自
衛
隊
の
理
解

と
募
集
広
告
等
に
活
躍
し
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

長崎南高校で防大教官による出張講義開催

陸上自衛隊高等工科学校生徒紹介

武
志
准
教
授
（
防
大
卒
業

後
、
九
大
大
学
院
博
士
課

程
を
修
了
）
が
来
長
さ
れ
、

２
年
生
の
男
女
18
名
に
対

し
防
大
の
紹
介
、
航
空
宇

宙
工
学
科
の
研
究
内
容
や

施
設
の
説
明
の
後
、
防
大

生
の
卒
業
研
究
等
を
紹
介

し
な
が
ら
、「
大
学
で
は
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
、

失
敗
を
恐
れ
ず
研
究
し
て

ほ
し
い
」
こ
と
を
強
調
し
、

印
象
に
残
る
講
義
と
な
り

ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
普
通

の
大
学
と
は
違
い
、
訓
練

漬
け
の
毎
日
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
」、「
大
規
模
な
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究

施
設
が
整
っ
て
お
り
、
好

き
な
研
究
が
で
き
る
」、「
毎

月
の
学
生
手
当
や
ボ
ー
ナ

ス
も
も
ら
え
て
良
さ
そ
う

だ
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
、
防
大
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

               　
　

(

募
集
課
）
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長
崎
県
自
衛
隊
父
兄
会
雲
仙

地
区
協
議
会
国
見
地
区
分
会

（
分
会
長
：
河
内
繁
信
様
）
は
、

９
月
23
日
（
日
）
に
雲
仙
市
国

見
町
多
比
良
港
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
第
25
回
「
く
に
み
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
自
衛
官

募
集
の
た
め
の
広
報
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

「
く
に
み
の
日
」
と
は
、
９
月

23
日
を
「
く
に
み
」
と
語
呂
合

わ
せ
し
、
毎
年
秋
分
の
日
に
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
元
の

保
育
園
、
小
中
高
生
の
ダ
ン
ス

や
吹
奏
楽
な
ど
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
地
元
の
特
産
品
販
売
、

露
店
販
売
、
花
火
大
会
等
が
行

わ
れ
、　

会
場
は
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
の
参
加
と
な

る
分
会
は
、
女
性
部
を
中
心

と
し
て
多
く
の
会
員
が
参
加

し
、
揃
い
の
自
衛
隊
迷
彩
柄
Ｔ 

シ
ャ
ツ
を
着
て
、
自
衛
隊
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
余
り
目
に
す
る
こ
と
の

な
い
迷
彩
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
効
果
か

多
く
の
人
が
興
味
を
示
し
、
中

高
生
や
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る

人
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
る
な

ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
感
じ

ま
し
た
。

　

分
会
で
は
、
活
動
を
通
じ
て

会
員
相
互
の
絆
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も

新
た
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
原
所
）

　
「
く
に
み
の
日
」
で
自
衛
隊
広
報
活
動
を
実
施

　

諫
早
地
域
事
務
所

は
、
８
月
26
日
（
日
）、

諫
早
駅
前
通
り
夏
祭

り
に
参
加
し
、
募
集

広
報
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

第
16
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長
：
南
野
１
等

陸
佐
）
か
ら
軽
装
甲
機

動
車
や
偵
察
用
オ
ー

ト
バ
イ
等
の
支
援
展

示
を
頂
く
と
と
も
に
、

諫
早
所
は
ミ
ニ
制
服

の
試
着
コ
ー
ナ
ー
等

の
募
集
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
沢
山
の
方
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
家

族
会
の
皆
様
に
も
支

援
い
た
だ
き
、
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
と

連
携
し
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
へ
参
加
し
、
自

衛
隊
の
認
知
度
を
向

上
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

                  (

諫
早
所
）

人　

事

【
永
年
勤
続
25
年
】

総
務
課　

防
衛
事
務
官　

田
島　

伸
太
郎

　

２
等
海
曹　

吉
野　

寿
敏

大
村
地
域
事
務
所　
　

　

陸
曹
長　
　

宮
本　

国
往

長
崎
募
集
案
内
所

　

２
等
空
曹　

千
代
田　

貞
治

佐
世
保
出
張
所　

　

２
等
陸
曹　

松
本　

恭
二

島
原
地
域
事
務
所

　

2
等
陸
曹　

平
方　

信
吾

　

10 
月
７
日
（
日
）
か
ら
９

日
（
火
）
ま
で
の
間
、
長
崎

市
内
に
お
い
て
「
長
崎
く
ん

ち
」
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
長
崎
く
ん
ち
」
は
、
寛

永
11
年
（
１
６
３
４
年
）
に

始
ま
り
今
年
で
３
８
４
回
目

を
数
え
、
国
の
重
要
無
形
文

化
財
で
日
本
三
大
祭
り
の
一

つ
と
さ
れ
る
祭
り
で
す
。

　

今
年
は
、
長
崎
地
本
が
所

在
す
る
出
島
町
が
７
年
に
一

度
の
踊
町
と
い
う
こ
と
で
、

地
本
長
も
紋
付
組
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
踊
町
で
は
、

数
ヶ
月
前
か
ら
様
々
な
行
事

や
衣
装
・
船
の
準
備
、
出
し

長崎くんちに参加

物
の
練
習
な
ど
大
人
か
ら
子
供

ま
で
多
く
の
方
々
が
関
り
、
当

日
を
迎
え
て
い
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
諏
訪
神
社
の
奉
納

の
ほ
か
、
庭
先
回
り
で
は
、
長

崎
市
内
を
約
２
０
０
０
件
、
十

数
キ
ロ
を
ね
り
歩
く
こ
と
で
地

域
の
方
々
と
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
本
部
員
の
多
く
も

「
長
崎
く
ん
ち
」
を
見
学
す
る

こ
と
で
地
元
の
歴
史
、
文
化
に

ふ
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
本
部
員
一
同
、
長

崎
県
民
と
の
か
け
は
し
と
な
る

べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

                             (

総
務
課
）

　

琴
海
地
域
事
務
所
は
、
自
衛

隊
家
族
会
西
海
地
区
会
の
支
援

を
受
け
、
８
月
11
日
（
土
）
と

12
日
（
日
）
の
両
日
、
西
海
市

崎
戸
港
に
入
港
し
た
水
中
処
分

隊
（
隊
長
：
川
崎
１
等
海
尉
）

の
艦
艇
広
報
と
第
16
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長
：
南
野
１
等
陸
佐
）

の
音
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
や
装
備

品
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
杉
澤
西
海
市
長
を
始

め
、
多
く
の
親
子
連
れ
や
お
盆

休
み
で
帰
省
さ
れ
た
方
な
ど
が

数
多
く
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
訪
さ
れ
た
方
々
は
、
水
中

処
分
母
船
「
Ｙ
Ｄ
Ｔ
５
号
」
の

船
内
見
学
や
特
別
機
動
艇
と
処

分
艇
の
試
乗
を
体
験
し
た
ほ

か
、
第
16
普
連
の
音
楽
部
が
奏

で
る
演
奏
を
鑑
賞
し
、
軽
装
甲

機
動
車
や
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ

の
展
示
を
熱
心
に
見
学
し
て
い

ま
し
た
。

　

特
に
、
特
別
機
動
艇
や
処
分

艇
の
試
乗
で
は
、「
何
回
も
乗

り
た
い
！
」、「
す
ご
く
速
く
て
、

今
年
も
水
中
処
分
隊
が
崎
戸
に
入
港

安
定
し
た
操
船
に
安
心
感
を

覚
え
た
」、「
自
衛
官
は
よ
く

訓
練
さ
れ
て
い
る
ね
」、「
来

年
も
是
非
来
て
ほ
し
い
！
」

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
聞

か
れ
、
自
衛
隊
と
い
う
仕
事

に
理
解
を
深
め
て
頂
け
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
広
報
に
際
し
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
た
西

海
市
並
び
に
、
関
係
部
隊
と

西
海
市
家
族
会
の
皆
様
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

（
琴
海
所
）

諫早駅前通り夏祭りに参加


